
２０２０年６月17日（水）
紙製容器包装リサイクル推進協議会



産業構造審議会（１０月３１日）

・産業構造審議会において、再商品化義務量の

算定に係る量、比率等の説明の後、資源有効利

用促進法に基づく、識別表示のサイズの縮小等

（スチール缶、アルミ缶、ＰＥＴ製容器の識別表

示を、紙製容器包装の識別表示と寸法を同一に

すること）について、審議されました。



産業構造審議会（１０月３１日）

・当推進協議会は、容リ法改正対策委員会（書面

審議）で検討の上、以下のように発言しました。

『スチール缶、アルミ缶、ＰＥＴ製容器の識別表示

を紙製容器包装の識別表示と寸法を同一にする

ということについては、現在、当推進協議会も特に

問題無いと考えていますので賛同させていただき

ます。

➢識別表示サイズの縮小等に賛同



産業構造審議会（１０月３１日）

尚、紙製容器包装の識別表示につきましては、前

回の合同審議会において、古紙ルート「雑がみ」分

類で収集を実施する市町村の拡大及び紙製容器

包装の回収量拡大のために、紙単体紙製容器包

装と複合紙製容器包装の区別表示の設定を提言

しています。

➢当推進協議会「提言」の確認 ①



産業構造審議会（１０月３１日）

「容器包装リサイクル制度の施行状況の評価・

検討に関する報告書」における分別排出の考えら

れる施策の例として、「市民にわかりやすいプラス

チック製容器包装の識別表示や紙製容器包装の

回収量の拡大の観点からの識別表示の検討を引

き続き行うべきである。」と課題として取り上げられ

ていますので、引き続きご検討をよろしくお願いい

たします。』と産構審にて委員として発言しました。

➢当推進協議会「提言」の確認 ②



プラスチック資源循環戦略

・昨年決定された「プラスチック資源循環戦略」の重

点戦略であるリデュースの取り組みとして、レジ袋

の有料化義務化の促進に関して、産構審・中環審

の合同会議が開催されました。

・容器包装リサイクル法の枠組みを基本としつつ、

省令の見直し等を通じて有料化義務化を迅速に

実施し国民的理解を醸成していくとともに、消費者

のライフスタイル変革を促していくこととなりました。

➢レジ袋有料化決定（２０２０年７月施行） ①



プラスチック資源循環戦略

・１１月の第３回合同会議ではプラスチック資源循環

の観点から対象を化石資源由来のワンウェイプラ

スチック製買い物袋とし、施行当初は配合率２５％

以上のバイオマスプラスチック製や、５０μｍ以上

の厚みの繰り返し使用可能なもの及び海洋生分解

性の買い物袋は対象外としました。

・パブリックコメント後、第４回合同会議が開催され、

省令改正にて２０２０年７月施行となりました。

➢レジ袋有料化決定（２０２０年７月施行） ②



ｸﾘｰﾝ･ｵｰｼｬﾝ･ﾏﾃﾘｱﾙ･ｱﾗｲｱﾝｽ（CLOMA）入会

・経済産業省資源循環経済課の要請を受けて、

クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス

（ＣＬＯＭＡ）に２０２０年２月に入会しました。

・ＣＬＯＭＡでの取り組みは、容器包装リサイクル

制度の枠組み見直しにつながる可能性もあり、

「プラスチックから紙、バイオマスプラスチック等の

再生可能資源への適切な代替の促進」等、直接

係る部分もあることから参加することとしました。



ｸﾘｰﾝ･ｵｰｼｬﾝ･ﾏﾃﾘｱﾙ･ｱﾗｲｱﾝｽ（CLOMA）入会

・海洋プラスチックごみ問題を解決するためにアク

ションプランの作成を目指しており、Key action ５

の 「紙・セルロース素材の開発・利用」 における

テーマ２の「未利用の紙系廃棄物、複合素材廃棄

物のリサイクル」について討議に参加しました。

・Key actionから実証テストを実施することで潜在

する課題を抽出し、第２フェーズの制度要望・社会

システム提案・アジア展開と進んで行きます。



ｸﾘｰﾝ･ｵｰｼｬﾝ･ﾏﾃﾘｱﾙ･ｱﾗｲｱﾝｽ（CLOMA）入会

・Key action ５からの実証テスト計画として、

① 紙・プラスチック複合容器用破砕・洗浄機の

検証

② ポリラミ紙等から効率よくパルプを取り出す

手法の開発

③ 液体容器に多用されるアルミ付きポリラミ紙

から発生するアルミ付きプラスチックの処理

方法の技術開発が検討されています。



経済産業省素材産業課委員会

・経産省素材産業課の国際的な資源循環を巡る外

部環境による調査（国内の古紙リサイクルを巡る課

題について）検討会に委員として参加しました。

・２０２１～２０２５年度における古紙利用率の目標設

定をメインテーマに、海洋プラスチックごみ問題や

古紙リサイクルの課題について討議しました。

（第２回検討会は新型コロナウィルス感染症の影響

で中止）

➢国内の古紙リイサクルを巡る課題



中国の廃棄物輸入規制の動き

・2018年１月より、紙製容器包装あるいは雑がみを
含む「その他古紙」については、中国への輸出が
禁止となりました。

・更に２０２１年の1月には、段ボールをはじめとした
古紙全般を輸入禁止とするとみられるのに加え、
新型コロナウィルス感染拡大の影響が響き、在庫
増大・景気後退など、今後とも更に予断を許さない
状況が続くと考えられ、今後の動向にも注目する
必要があります。



「自主行動計画２０２０」

＜ 自主行動計画２０２０＞

・環境に配慮した３Ｒの推進や主体間の連携に資
する取り組みの一層の充実を図る

・紙製容器包装リサイクル推進協議会の目標及び
３年目にあたる２０１８年度実績

① リデュースの数値目標（１４％）に対して１１．０％

② 回収率の数値目標（２８％）に対して２７．０％



容リ改正対策委員会
２０１９年度活動報告

完


